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はじめに
新渡戸稲造が、初めて外国に紹介した本に、「武士道」がある。これは、日本人が外
国人に紹介した初めての本だと言われている。その動機は、ベルギーの法学者ド・ラ
ブレーから宗教教育のない日本でどうやって道徳教育を行っているのかと問われ、即
答できなかったと言われている。
また、奥様のメアリー・エルキトンは、日本人の思考方向や風習について新渡戸に
よく質問していたと言う。そこで、新渡戸は少年時代にさかのぼり、少年時代に学ん
だ道徳上の戒めは、学校で教わったものではなかったと言っている。それらの観念を
私に吹き込んだのは「武士道」であったと語っている。
新渡戸は武士道を擁護し、日本人の道徳意識の基礎に武士道があったと述べ、日本
人が作った究極の「道徳」は武士道であると語っている。
武士道（武道）とは、元々命と命の張り合いであって、相手を殺すと云う事は、自分
「自我」の立場になれば自分も死ぬと云う事である。「自我」の立場から相手「相対」の立
場になって考えるとき、自分が死なない為には相手も活かさなければいけない、相手
を活かす事によって自分も活かされる。こういった考えは宗教（禅）にも通ずるところ
がある。
しかし、人間にはその反対に自分の「我」の立場を全と主張して、他を支配し我意を
貫き、我執に陥る性質も持っている。
武道の高い理念の「人の道」たるべきは、他がこちらを殺そうとするから、自分も相
手を殺してやろうと思うのでは低次元的な考え方で、その上に人間としての超越面す
なわち神性（神の持っている性格）、仏性（仏様の持っている性格）、明徳（天から受け
た公明な徳性）これらの輝く徳性の境地を発揮する事が、本当の武の道「武道」と言え
るのではないだろうか。
柳生宗矩の「兵法家伝書」には、武の本義は殺人刀を転じて活人剣となすことであ
り、最後に到達した心境が無刀取りであると語っている。
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講道館創設者の嘉納治五郎は、柔道は世の中のあらゆる事に応用できる宇宙の大道
であり、武術とか武道というのはその大道を行く応用であると語っている。
時代によって、武道についてのとらえ方も変化してきた面もある。
武という漢字では、止と戈から出来ているが、戈を止める事が武の本義であると言
われているが、もとは、止が、趾（足、指）で出来ている事から、足を踏みしめ戈を取っ
て、いで立つ姿が武の本来の意味であると言う解釈もある。
確かに、元々は「殺法」要するに人を殺傷するための格闘術として始まったものであ
り、その点で言えば武力と暴力は紙一重のところがありますが、そこには大きな違いが
あります。「暴力」は、「我」の為に不法な行いや乱暴の為だけに用いるが、「武」とは、
相対の立場を考えて、つまり、戈を止めるために用いるかの違いがあるのです。そこ
が武道のとらえ方の難かしいとこであって、いかに自分が生きて行くうえで、相手と
どう接して行けば良いかと考えた場合に、相手を活かす事によって、自分も活かされ
ると考える方が、「武道」の正しい考え方ではないかと思う。「相身互い」お互い助け合
うと言う言葉があるように。
新渡戸が、切腹を礼法上の制度とし、武士階級では刀の濫用が強く抑制されたこと
を懇切に説明しているのは、日本人が決して交戦的な国民ではなく、礼儀を重んじた
文明国であるということを主張するところにあったのである。
もし相手を切り殺しても、そのために切腹が命じられる。自分の命を守るためには、
刀を抜かないことこそが、武士の心得だった。
その意味で、「武士道は、刀を正当に使うことを大いに重んじ、その濫用を戒め、険
悪した」という記述は、江戸時代の子弟への教育を正しく示している。
武道には人間の持っている欲望や、自分勝手な我を、善知識に変えうる力を持って
いる。「礼に始まり礼に終わる」と言われますが、たとえば剣道では、立礼をして、互
いに敬愛の心を持ち、蹲踞して最後に一礼して「敬愛」の心を表します。
相撲では、土俵際で蹲踞の姿勢から指建礼をしますが、この時、相手に対する敬愛
の心を示すことが求められます。武道では、最初から最後まで一貫して礼に則してい
ることが求められます。礼は互いに誠心がそれぞれの心に響くものであることが求め
られます。
もともと武道精神のもとを作ったのは武士であり、武士は己自身を頼りに生きる生
き方を選んで、戦闘という非常な現実に直面しながら妥協の許されない世界に生きて
きた。その生き方の知恵が、道徳という思想を生み出す根源となっていると思う。
今や武道は、日本人だけではなく、外国人にも武道愛好者が非常に増えて来ている。
我々はもう一度、武士道（武道）という日本の誇りでもある文化を学び、それをいか
に活かしていくか考えて見る必要があるのではないでしょうか。
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武士道の発達　新渡戸稲造著「山本博文訳」
武士道の発達は、武士が守るよう要求され、又教えられた道徳の掟である。それは
文字に書かれた掟ではない。せいぜい口伝によって受け継がれたものだったり、有名
な武士や学者が書いた、いくつかの格言によって成り立っているものである。
武士道は、書かれてもいない掟でありながら、それだけにいっそう武士たちの内面
に刻み込まれ、強い行動規範として彼らを拘束した。それは有能な者が作り出したも
のでもなければ、有名な人物の生涯に基づくものでもない。数百年におよぶ武士たち
の生き方から自然に発達してきたものである。
十七世紀はじめ、江戸幕府は「武家諸法度」を配布しているが、その十三カ条の中に
も武士の心構えについてほとんど触れていない。ただ一つ、武士は武芸や学問をたし
なむ事、とだけ定めている。しかし武士道は、封建時代に自覚されるようになったの
だから、その起源は封建制の成立と時を同じくすると思われる。
日本の封建制の成立も、十二世紀末、鎌倉幕府を開いた源頼朝の支配と同時期だっ
たと言える。しかし、日本の封建制の芽生えも、源頼朝の時代よりもはるか以前から
存在していたのだ。
封建時代の確立期には、職業的な戦士集団が自然と台頭してきた。彼らは「サムラ
イ」として知られている。その後の歴史の中で、「武家」や「武士」という言葉も、普通
に使われるようになった。彼らは特権階級であって、もともとは戦闘を職業とする荒
くれ者たちだった。この階級は、長い年月のあいだ続いた戦乱の時代にあって、もっ
とも男らしく、又、もっとも冒険的な者たちの中から自然にえり抜かれ、臆病者や弱
い者は取り除かれていった。
大きな名誉と大きな特権を持つにつれて、責任も重くなっていった。特にサムライ
たちは常に戦時体制を維持し、それぞれに別個の武士団に所属していたから、彼らは
共通の行動規範を必要とするようになってきた。これは、武士が不文律を破った場合、
その最終審判を受けるための何らかの基準が必要だったということである。
有名な兵法者（柳生宗矩）は、徳川家光が技の極意を習得したのを見て、「私が教え
るのはここまで、ここから先は禅の教えがもたらしてくれるでしょう」といった。
この禅とは、「言葉で表現できる範囲をこえた理念の領域へ、瞑想をもって到達し
ようとする人間の努力」を意味する。その方法は瞑想であり、その目的は万物の背後に
ある原理、できることなら「絶対者」と「自分自身」を調和させることである。
このように定義すると、この教えは一宗派、一流派の定義にとどまらない。そして
「絶対者」を認識した者はみな、現世の事物を超越し、「新しい天地」に目覚めるのである。
仏教が武士道に与えなかったものは、神道が存分に補った。他の宗教では説かれる
ことのない主君に対する忠精神、祖先への崇拝、親への孝行は、神道の教義によって
武士道に注入された。サムライの傲
こうがん
岸不
ふ
遜
そん
（おごり高ぶって、人と折り合わない）な性
格に謙譲の念が生まれたのである。
神道には、キリスト教にあるような「厳罰」という教義はない。むしろ逆に、人間の
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魂の生まれながらの善良さと、神のような純粋さを信じ、魂を神の意志が宿る器とし
て崇めている。
神社に参拝する者は、本殿に置かれている一枚の鏡だけが主要な神具であることに
気づくでしょう。鏡は、人の心を映すものである。人の心が完全に澄んでいれば、そ
こに神の姿を見ることができる。そのため、神社の前に立って拝む時、人は自分自身
の姿が鏡の輝く表面に映るのを目にするのであり、拝むことは、古代ギリシャの言葉
に「汝、自身を知れ」に通じるところがある。
神道の自然崇拝は、日本の国土を私達にとって心の奥底から愛おしく思える存在に
した。また神道の自然崇拝は、次々と系譜をたどって行く事で、ついに天皇家を日本
民族全体の起源としていった。
天皇とは、単に法治国家の主権者や、文化国家の攘護者以上の存在である。天皇は、
人格の中に天の力と慈悲を帯びる、地上における生きた天の神の代理人なのである。
神道の教義には、我が民族の精神面での二つの特徴が含まれている。愛国心と忠誠
心である。この教義を武士道に対して、君主への忠誠心と愛国心を徹底的に吹き込ん
だのが神道である。これらは、教義というより感情を衝き動かすものとして作用した。
又、武士道の倫理的教義に影響を与えたのは、孔子の考え方であった。孔子の述べ
た五つの道徳的な関係、すなわち、「君臣、父子、夫婦、兄弟、朋友」の関係は、中国
からもたらされるはるか以前から、日本人が本能的に知っていたことだが、支配階級
であったサムライや、武士階級の政治家にとって特にふさわしいものであった。
こうして武士階級が結成されるようになると、その団体としての道徳律が必要と
なってくるのは当然であろう。そして時代を経て、幾多の変遷に遭遇し、ようやく我
が国特有の具体的道徳律となったのである。
武士道の起源と武士道（
渡辺世 
著）には、
（一）忠孝を第一とし、（二）廉恥を重んじ、（三）名利を離れて義勇を励み、
（四）強暴を挫いて弧弱を助け、（五）自己の責務を完全につくす。
これ等の徳目に伴う幾多の道徳があるが、それはこれ等を充実するために自然に起
こったものである。即ち質実剛健であっても文雅の才を有し、情を知ることも必要で
あり、人を救うことは心がけても、人の己を救わんことは求めず、武名をあげ家名を
あらわすに努め、自ら自己の責務を尽くすことを考え、付帯天地にはじぬ事が大切で
あったのである。このように、武士道は最も犠牲的精神を必要とし、難に臨んで死を
恐れぬことが大切であり、一命を賭して君に仕え、事に当たらなければならなかった
のである。
又、武士の歴史（高橋富雄著）によれば
武士の起源は多く東国にあったから、東国の武士が活躍した前九年の役や後三年の
役に、その萌芽と認められる事ができる。
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後三年の役に、源義家が、清原武衝を金沢の砦に攻めたときに、義家の将士は多く
傷を負った、その中に相模の住人鎌倉権五郎（景政）がいた。景政は年齢わずかに十六
歳であったが、大軍の前に奮迅して戦った、しかし征矢にて右の目を射られ、首をも
射ぬかれて、兜の鉢付の板に射付けられた。その痛手にも屈せず、景政はその矢を折
りかけ逆に射返して敵を倒し陣所に帰り、手負ったりとて仰向けに伏していた。その
時に三浦平太郎為次という名高い武士がいたが、景政の苦しみを早く去らしめんとし
て、その顔を踏まえて矢を抜こうとした。その時景政は伏しながら刀を抜いて、為次
を下から刺そうとした。為次は驚いてこれは如何にと尋ねたところ、景政は、弓矢
に当たりて死するは武士の面目である。然るに、生きながら足にて顔を踏るるは恥で
あるから、あらたに敵として切り死せんとしたと答えた。そこで為次は膝をかがめて、
礼儀正しくして顔をおさえ、やがて矢を抜きはなった。これは如何に危急にあっても、
武士がいかにその（面目）を重んじたかを物語るものであって、武名を尊び、生命をか
えりみない心の強さ、美しさを表したものである。現在では、考えられない事である
が、景政のその時の心境を考えて見る事も勉強になり、いざ自分がそのような境地に
おかれた場合、どう対処するかという事も考えてみるのも必要ではないだろうか。
鎌倉時代は武家政治が全盛であったので、政治はもちろん社会組織の上において
も、武士が中心であり、武士道は特にこの時代に発達した。
武家政治を始めた源頼朝は、藤原氏の失墜、平氏滅亡のあとに省みて、武士をして
上方の堕落さになびかず、遊
ゆうとう
蕩（酒色にふけること）の風に親しむを避けしめ、士風を
練って質実剛健をならしめた。
そして、頼朝は深く皇室に対する大義を重んじ、我が国体の本義に則して敬神の念
に厚かった。また頼朝は主従の儀を大切として、武士階級の統制を保ち、身をもって
武将を率い、勤
きんけん
検尚
しょうぶ
武（武を尊び努め励む事）の範を垂れ、謙譲の徳を示して武士道を
奨励した。この方針は鎌倉時代を通じて、歴代継承されたので上下の間に武士道の精
神が行き渡った。
特にこの時代は、多くの高僧が現れたので、武士はその影響によって思想的に幾多
の洗練をうけて、武士道はいっそう計り知れない意義を有するものとなった。
源頼朝は武家政治の創立者であるが、頼朝の始めた幕府は、武士を統率して天下を
統一したのであって、皇室に対しても尊宗の念あつく、忠勤を励んだことは相当に深
かったのである。
頼朝は、源平の戦いで頽
たいはい
廃した諸国の神社や仏閣の修理を推奨し、経費を助成した。
伊勢神宮、石清水八幡宮、宇佐八幡宮、住吉神社、鹿島神社等の諸社および仏寺の
造営が出来たのも、頼朝の尽力に因るものででもあった。
武家政治の全盛時代に、武士階級によって形成され、観念的となった武士の道徳律
は、武士道として規範を多く後世に残した。これが鎌倉幕府の第三代執権、北条泰時
の定めた法令（貞永元年1233）貞永式目五十一ケ条によっていっそう形式ずけられて、
一種の堅実な不文律となった。
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これから以後、室町時代はもとより戦国時代から江戸時代にかけて、武士道はます
ます洗練されて細かいものとなったが、その精神は武士の間に継承されていっそう堅
固なものとなった。
戦国時代に群雄割拠した時でも、上杉謙信、武田信玄、織田信長、毛利元就等によ
り、日常的に実行された行動は、みな鎌倉時代及びそれ以前の武士の行動規範にのっ
とったものであった。
それから江戸時代となり、文芸復興により儒学に影響をうけ、国学の発達にとも
なって思想が細かく練られながら、武士道は普及するようになった。
そして武士はもちろんこれに背く事を恥辱としたのである。その影響を受けて、単
に武士にみならず、他の農、工、商の一般民衆も、階級の如何を問わず、職業的区別
を超越して、武士道に外れることを絶大の恥辱と考えるようになった。
かくして武士道は具体的となり、普遍的となり、国民道徳となって、我が民族固有
の道徳に還元したのである。
武士の教育
武士の教育で重視された第一の点は、「人格の完成」であり、思慮、知識、弁舌など
の技術的な才能は軽視された。武士の教育において芸術的たしなみが重要な事では
あるが、それは、教養ある人にとっては不可欠だったが、サムライの訓育の本質ではな
く、アクセサリーぐらいのものだった。
武士道の骨組みをささえた三つの足は、「智」「仁」「勇」、すなわち叡智、仁愛、勇
気であると言われた。サムライは、本質的に行動の人であった。
学問は、その活動の範囲外にあったが武士はその職分に関係ある限りで学問を利用
した。宗教や神学は僧侶にまかされ、武士は勇気を養うのに役立つ限りにおいてこれ
に関わったに過ぎない。武士は「人を救うのは教養ではない、教養を正当化するのは
人である」ことを信じた。
哲学と文学は、武士の学習の主要部分をなした。しかしながら、これらに於いてさ
え、武士が求めたものは客観的心理ではなかった。文学はおもに気晴らしの娯楽とし
て学ばれ、哲学は軍事的もしくは政治的問題の解明のためか、そうでなければ人格を
形成する上で実際に役立つ限りで学ばれたのである。
武士道の教科書は、主として剣術、柔術、馬術、槍術、兵法、書道、倫理、文学、
歴史などから成っている。とくに書道が重んじられたのは、おそらく我が国の文字が
絵画的性質を帯び、したがって芸術的価値を有したためである。また筆跡が人の性格
を表すと考えられたからであろう。
武士は、金を儲け、金を蓄える術を卑しんだ。金は、武士にとってまぎれもなく不
浄なものだった。時代の退廃を描写する時の常
じょうとう
套句
く
は、「文臣銭を愛し、武臣命をい
つくしむ」と言うものであった。金をけちり命を惜しむことは、むだずかいする事より
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非難の声を起こした。ことわざにもこう言われる。「何よりも金銭の欲にとらわれて
はならない、富は知を妨げる」と。
武士道において倹約が教えられたのは事実であるが、それは経済的な理由のためで
はなく、むしろ節約の訓練のためになされた。奢
しゃ
侈
し
（分に過ぎた贅沢）は人間に対する
最大の脅威であるとされ、質素な生活が最も厳格に武士階級に対して求められ、奢侈
禁止令は多くの藩で行われた。
知識ではなく品格が、頭脳ではなく精神が、訓練啓発の素材として選ばれる時、教
師の職業は聖職的な性質を帯びる。「我々を生んだのは父母である。我々を人と成す
のは師である」こうした通念があって、教師たる者の受ける尊敬はきわめて高いもの
であった。青少年にこのような信頼と尊敬の念を呼び起こす人は、必ず優れた品格と
学識を兼ね備えていなければならなかった。教師は、父なき者の父であり、迷える者
の助言者だった。「父母は天地のごとく、師君は陽月のごとし」と、武士道の格言は金
銭とは関係なく、値段の付けられない仕事があることを、武士は信じた。
僧侶の仕事にせよ、武士の仕事にせよ、精神的な勤労は金銭で報いられるべきでは
なかった。それはそれに価値がないからではなく、金銭では測れない価値があるからだ。
儀について　　　　　　　　　　　　　
儀はサムライの掟のなかで、もっとも厳しい教えである。
サムライにとって、卑怯な行動や不正な行為ほど恥ずべきものはない。そうした心
性が義だが、この概念は誤解されやすい・・・・義は狭い概念である。
ある著名な武士「林子平」は、それを決断力と定義した。「義は自分の身の処し方を道
理に従い、ためらわず決断する心をいう・・・・死すべき時に死に、討つべき時に討
つことである。」と言っている。
また「真木和泉」は、「義はたとえて言うと、人の身体に骨があるようなものであ
る。」骨がなければ首も正しく据わることが出来ない。手も動かないし、足も立つこと
が出来ない。だから、人は才能があっても、学問があっても、義がなければ世の中に
立つことが出来ない。義があれば、武骨で不調法であっても、武士たる資格がある。」
と言っている。
孟子は、仁を人の心といい、義を人の道だと言った。「なんと悲しいことか」と彼は
嘆く「その道を捨ててそれに従うことをしない。その心を失って再び求めることを知
らない。悲しいことだ。人は、鶏や犬がどこかえ行けば探すことを知っているが、心
を失っているのに探そうともしない。」義は人が失われた楽園を取り戻すために歩むべ
き、真っ直ぐでかつ狭い道だという事である。
封建時代の末期には、長い平和の時代が続いたため、武士階級に余韻が生じ、あら
ゆる種類の遊興や芸術的なたしなみが生まれたが、「義士」という称号は、学問や芸術
の熟達を意味するどのような称号よりも優れたものと考えられた。四十七士の忠臣
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は、俗に「四十七義士」として知られている。
ずるい策略が戦術として通用し、露骨な偽りが戦略として通用していた時代にあっ
て、率直で正直な、この男らしい徳は、最上の光り輝く宝石でもあり、最大級の賛辞
を受けたのだった。
勇気について
勇気は正義のためにふるわれるものでなければ、美徳のなかに数える価値がないと
考えられた。孔子は、「正しいことを認識して、もしそれを行わないなら、勇気がない
と言うことである」（義を見てなさざるは勇なきなり）と言っている。
あらゆる種類の危険をおかし、自分の命を賭け、死の淵に飛び込むこと、こういっ
た行為が勇敢だと考えられることが多い。しかし、武士道の考えでは違う。死ぬべき
価値のない理由で死ぬのは「犬死」とされた。
水戸の藩主（徳川光圀）は「戦場のなかに駆けいって討ち死にすることは、たいへん簡
単な事で、とるに足らない身分の者にでも出来る。生きるべき時に生き、死ぬべき時
にのみ死ぬことを、本当の勇気というのだ」といった。
勇敢な心が精神に定着すると、平静一心の落ち着きとなって現れる。平静は、勇気
の静止的なありさまである。有感な行いが勇気の動態的表現であるのに対し、平静を
保つことはその静態的表現である。
本当に勇敢な人は、常に平静である。彼は決して驚いて慌てる事はない、何物も彼
の精神の落ち着きを乱さない、激しい戦闘のさなかにあっても、彼は冷静であり、大
事変に際しても心の落ち着きを保つ、地震も彼を震わさないし、嵐を見て彼は笑う。
危険や死の脅威に直面して平静を失わない者、たとえば差し迫る危険のなかにあっ
て詩を読み、死に直面して歌をくちずさむ事が出来る者を、真に偉大な人物として私
達は賞賛する。その筆跡や声がふだんと変わらないことは、心が大きいことの何より
の証明である。これを「余裕」と呼ぶ。それは、押しつぶされず、混乱せず、さらに多
くの物を受け入れられる余地のある心である。
江戸城の創建者である太田道灌が槍で刺し貫かれた時、刺客は、生け賛が歌を好む
ことを知っていたので、刺しながら次のように上の句を詠んだ。
　　　　　　かかる時　さこそ命の　惜しからめ
　　　　　（このような時は、それほど命は惜しくないだろう）
この時、まさに息絶えようとしている英雄は、脇の致命傷にも少しもひるまず、下
の句をつけた。
　　　　　　かねてなき身と　思い知らずば
　　　　　（これまで、今失うべき命だとは知らなかったから）
普通の人には深刻な事柄も、勇敢な人には遊びにすぎない。そのため、昔の戦争に
おいては、戦っている者同士が当意即妙のやりとりをしたり、歌合戦を始めたことも
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決して稀ではなかった。合戦は、単に野蛮な暴力の争いだけではなく、同時に知的戦
争でもあった。まさに勇敢と名誉は、平時において友に値いする者だけを、戦時にお
いて敵とするべき事を要求する。勇敢がこのたかみに達した時にそれは仁に近ずく。
仁について
愛情、寛容、他者への情愛、同情、憐
れんびん
憫（あわれみをかける事）は常に最高の徳であ
り、人間の魂に備わったあらゆる性質の中でも最も高いものとして認められてきた。
それは二重の意味で王者の徳と考えられた。すなわち、高貴な精神の持つ多くの属
性の中でとりわけ王者らしい徳であり、また王者の職分に特にふさわしいと言う意味
で王者らしい徳であった。
孔子はいう「君子はまず徳をみがく、そうすれば人々が集まってくる。人々とともに
領土が得られる。領土は富をもたらす。富は、正しく使うことによって君主に利益を
もたらす。徳が根本であり、富はその所産である」と。「君主が仁を好んで、人々が正
義を好まないことはこれまでなかった」と。
孟子も、孔子の言葉を祖述して言う、「仁がなくても一国に支配をおよぼした者は
いる。しかし、この徳なくして天下を手に入れた者を、私はかって聞かない」と。また
「人民の心服を得ずしては誰も人民の君主になりえない」という。
孔子も孟子も、君主に不可欠の要件を定義して、「仁＝仁とは人である」と言う。
仁は、優しく、母のような徳である。真っ直ぐな義と厳格な正義が特に男性的で
あるとすれば、仁が施す慈悲は女性的な優しさと説得力を持つ。私達は、義と正義を
まったく考慮することなく無分別な慈悲におぼれることのないように注意されてき
た。
伊達正宗の「義が過ぎると硬直的になり、仁が過ぎると弱さにおぼれる」という言葉
は人々によく引用されてきた。幸いなことに、慈悲はまれなものではなく、しかもう
るわしいものであった。というのは、「もっとも勇敢な者はもっとも優しい者であり、
愛のある者は勇敢な者である」と言うことが、普遍的にあてはまるからである。
「武士の情け」武人の優しさは、私たちの中にあるおよそ高貴な感情に直接訴える力
を持っていた。武士の慈悲が他の人々の慈悲と異なっているからではない。武士の情
けの場合は、慈悲が盲目的な衝動ではなく、正義に対する適切な配慮を認識した慈悲
だからであり、またその慈悲は、単なる心の状態としてあるのではなく、殺生与奪（相
手の命を奪うこと）の権力を背後に持った慈悲だからである。
弱者、劣者、敗者に対する仁は、特にサムライにふさわしいものとして、いつも賞
賛された。他人の痛みに対する思いやりの気持ちや、他人の感情を尊重することから
生まれてくる謙譲心や丁重の心は、礼の根っこにある。
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礼について
礼とは、当然他人の気持ちを思いやる心の表れであり、物事の道理を正しく尊重す
ることであり、それゆえ社会的地位に対して相応の敬意を払うことを意味する。
礼は、その最高の形においてはほとんど愛にちかずく、謙譲な気持ちで、礼は「長
い苦難にも耐え忍び、親切でねたみの心を持たず、誇らず、おごらず、非礼を行わず、
自分の利を求めず、慎らず、慢心しない」ことだと言うことが出来る。
礼は、武士特有の「徳」として賞賛され、その価値以上に高い尊敬が払われたので、そ
の偽物が出るようになる。心や気持の入って無い、ようするに見せかけの礼である。
また、礼が社交に不可欠な要件にまで高められると、若者に正しい社交的態度を教
えるため、礼儀作法の詳細な体系が流行した。
他人に挨拶するときは、どのように頭を下げなければならないか、歩き方、座り方
はどうでなければならないか。
食事の作法は一つの学問にまで成長した。茶を立てて飲むことは、儀式にまで高め
られた。
茶の湯の作法は、一定の明確な手順を定めている。初心者には、退屈であるが、し
かしその規程された手順によって、結局は時間も労力も一番節約されている。礼儀を
厳しく尊種することの中に道徳的な訓練が伴われている。
小笠原流は「すべての礼儀作法の目的は、心を修練することにある。心静かに端座
すれば、殺人者が剣を持って向かって来ても、危害を加えることが出来ない」と言っ
ている。
吉田松陰の武士道「渡辺世裕」著
武士道の基本精神は、上古伝来の民族精神であって、それが武人全般の鎌倉時代か
ら、著しい効用を発揮するに至ったのである。ただ戦乱の時代には、思想もまた群雄
割拠であったが、徳川時代も三代になってようやく落ち着いてから、前代より精神的
遺物を整理し、これに論理づけを行った人が山鹿素行であった。それから色々な学者
が出て、しだいに整頓され幕末に及んだのである。しかし整頓がやがて形式に落ち、つ
いにその精神を失い、実行がそれに沿わないことになるのは、何事にも共通な経路で
ある。そして又、そういう時には、いつも煩わしい形式を破って、いにしえの精神に帰
るが、これまた正に当然の傾向であろう。
徳川時代の武士道もやはりこうした経験をとった。松陰の生きた時代は、その建設
への破壊時代なのである。
「武士の習い」を理論化するに当たっては、その基礎原理をいずれの倫理学説より取
るかによって、多少の相違がある。たとえば儒学者は儒学の立場から、国学者は国学
の立場から、また仏教者は仏教の立場から見て、組織を立て説明をあたえている。
松陰の武士道論に最も関係のふかい山鹿素行の武士道論は、素行の儒教説から出た
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論理説を土台としている。故に、今日の人から見れば、だいたい著しく中国式である。
ただ素行には他の儒教学者にくらべ、日本古典に精通し、かつ晩年に至っては国体精
神の自覚が強いために、比較的に中国的思想を脱却した跡が見られるが、それでも松
陰ほどには行かなかった。
松陰の武士道は、先師、山鹿素行の衣
い
鉢
はち
（奥義を受け継ぐ）を受けている。のみなら
ず、松陰において最も尊敬すべきは、学者たると同時に実行者であったこと、素行魂
の再生であったことである。ことにまた特筆大書を要する点は、学説としても、また
実行においても、確かに素行に一歩を進めている点である。この点は流石に、山鹿学
統掉尾（最後を飾る）の一偉才たるに恥じないと言って良い。
武士道の根本精神は、実に尊皇思想で無ければならぬ。しかし、この理は上古王政
の時代においては事実であり得たが、鎌倉時代以後においては、尊皇思想とは関係が
薄いというよりも、むしろそれを縮小したような主従関係に移ったために、本来の面
目を失ったのである。けれども、範囲が小さくなるだけにまとまりが良く、かつ究め
て素朴的に、思う存分に精神の流露（よどみなく美しい）が出来たから、その小範囲に
おける民族精神は、かなり培養され鍛錬されたことは疑いない。ゆえにひとたび本来
の面目を自覚するや、その民族精神がそのまま十分の効力を発揮することが出来た。
徳川時代の武士道のだいたいの傾向は、やはりその範囲を出てはいないが、これを思
想的に研究し、国体に基づいてて本来の面目を考えうる者にとっては、「これではな
らぬ」と考えていたのである。山鹿素行はまさにその一人であった。しかし、それは時
代の反抗者として睨まれる感あり、何か一大事変が起こらなければ、公然と発表する
ことは困難であったに違いない。しからば余ほど負い目な態度で発表しなければなら
なかった。当時の学者の多くはこの曖昧学者であった。然るに松陰は、幸いにも幕末
変動の時機に際しているために、初めは徐々に、後はおおぴらに、本来の面目を大声
で叫ぶ事ができたのである。
松陰が書いた、士規七則は、武士道の憲法と言っても過言ではない。
あとがき
最後に松陰が詠んだ詩は、遺言である、「留魂録」を死ぬ前に書き上げ、刑場に行く
前に、同じ牢屋に居た人達への別れの挨拶のかわりに、辞世の詩を高らかに吟誦した。
　　　「身はたとい武蔵野の野辺に朽ちぬとも留め置かまし大和魂」
たとい、私は死んでも、国を思う私の気持ちだけは永久に残しておきたい。という
意味で留魂録を残した。
戦後の日本は、武士道＝武道などと言う言葉は勿論のこと、自国の文化、歴史、伝
統に対する敬意、愛情、理解をほとんど捨て去って省みなかった。こうなった日本の
事情は、誰のせいでもなく、「自虐史観」に陥って、自分たちで捨て去ったのだ。
欧米からもたらされた合理主義によって、「自我」というものを至上の価値に祭り
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上げたのだ。日本の一部の知識人も至上の価値としている「個」の（権利、自由、平等、
個性）なるものを推奨して来た。
しかし、すでに行き詰ってしまった。生き詰まった理由を短的に言えば、人間とい
う存在が本質的に持っている、「精神的な希求」という側面を無視したからである。
人間は、自己（自我）よりも大いなるものへの希求を本質的に持つ。なぜなら、自
分たちが生まれてきて、今ここに居るのは、その意味は何か、などと言う「人間の実在
的」な問いかけに対する答えは、自我の中をいくら探しても出てこないからである。
「自我」＝「合理性」から出発する哲学がそれに答えられないのは当然である。
こうして多くの人が眼を向けたのが、東洋の精神的な伝統であった日本の「武士
道」であったのである。
「武道初心集」に、「人の命の常無を、取り分けて武士の命の常無きを思え。かくし
て汝は日々、おれ汝の最期と考え、汝の義務を満たさんが為、日々をささげるに至る
であろう」（大拙による）
死を覚悟するという事は、あるいは、死ぬ事と見つけたり、と言う事は、死を美化す
る事ではない。そうではなく、死を覚悟する事によって、逆に死の恐怖（実際には自
我の恐怖）から解放され、何事であれ、徹底した人生を送る事が出来るという事を言っ
ているのである。こうした人間にとっては一瞬一瞬が、いつもそのまま完成している
のである。（現成公案）
私たちは、文化遺伝的にこういった遺伝子を持っているのである、この宝物をもう
一度見つめ直して行きたいものである。
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